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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策、金融政策を背景に、企業収益の改善、

雇用環境の回復等が見られ、緩やかな回復基調にあるものの、一方で、中国をはじめとするアジア新興国の景気減

速や英国のＥＵ離脱問題等による海外経済の不透明な状況で推移してまいりました。

 当社グループの主要事業である建設業界におきましては、公共投資、民間投資は堅調に推移しているものの、建

設資材の高止まり等により依然として厳しい経営環境が続いております。

 このような状況の中、当社グループにおきましては、主力の上・下水道の施工において、他社との差別化を図る

べく、技術力の向上、安全面の定着化を推し進めてまいりました。不動産部門におきましては、不動産物件の販

売、太陽光発電設備の建設、販売を進めるとともに引き続きＯＬＹ機材リース等の新規顧客獲得に向けた営業活動

を展開し、リピーター等の獲得に注力してまいりました。

 また、新規事業といたしましては、連結子会社のエトス株式会社が千葉県柏市に鍼灸接骨院店舗を開設し、事業

を開始いたしました。

 この結果、当第１四半期連結累計期間における当社グループの業績につきましては、売上高5億17百万円となり

ました。

収益面につきましては、原価低減、経費削減に努めましたが、営業損失59百万円となりました。

 経常損益面につきましては、東京都水道局より提訴がありました損害賠償請求訴訟の第一審の判決の結果を受

け、訴訟損失引当金を計上したこと等により、経常損失3億6百万円、親会社株主に帰属する四半期純損失3億7百万

円となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

（建設事業）

 建設事業におきましては、東京地区工事の受注を積極的に行った結果、受注高16億79百万円、売上高4億35百万

円、完成工事総利益30百万円となりました。

（不動産事業等）

 不動産事業等におきましては、ＯＬＹ機材のリース並びに賃貸物件の家賃収入のみの計上であったため、売上高

75百万円、不動産事業等総損失2百万円となりました。

（その他）

 その他事業におきましては、クローゼットレンタル事業並びに鍼灸接骨院事業等により、売上高6百万円、その

他の売上総損失14百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

 当第１四半期連結会計期間末の資産の残高は、68億76百万円となりました。

流動資産は50億71百万円となり、主な内訳は、現金及び預金が20億76百万円、受取手形・完成工事未収入金等15

億5百万円、未成工事支出金等4億56百万円、不動産事業等支出金2億97百万円、販売用不動産5億7百万円であり

ます。

固定資産は18億3百万円となり、主な内訳は、有形固定資産14億96百万円、投資その他の資産3億円であります。

 当第１四半期連結会計期間末の負債の残高は、36億90百万円となりました。 

流動負債は25億28百万円となり、主な内訳は、工事未払金2億65百万円、短期借入金12億96百万円、未成工事受

入金7億37百万円であります。

固定負債は11億61百万円となり、主な内訳は、長期借入金8億3百万円、訴訟損失引当金2億98百万円でありま

す。

 当第１四半期連結会計期間末の純資産の残高は、31億86百万円となりました。

主な内訳は資本金27億65百万円、資本剰余金7億5百万円、利益剰余金△2億49百万円であります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成29年７月期の第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想につきましては、平成28年10月７日付の「業績予

想の修正に関するお知らせ」において発表しました業績予想に変更はありません。

 なお、業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した見通しであり、実際の業績は

様々な要因により予想値と異なる場合があります。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

当第１四半期連結会計期間より、重要性が増したことに伴い、エトス株式会社を連結の範囲に含めております。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

（単位：千円） 

当第１四半期連結会計期間 
(平成28年10月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 2,076,984 

受取手形・完成工事未収入金等 1,505,836 

未成工事支出金 456,134 

不動産事業等支出金 297,547 

販売用不動産 507,946 

営業保証金 145,641 

その他 118,359 

貸倒引当金 △36,508 

流動資産合計 5,071,941 

固定資産 

有形固定資産 

建物・構築物 1,369,882 

減価償却累計額 △832,345 

建物・構築物（純額） 537,536 

機械・運搬具 139,882 

減価償却累計額 △129,827 

機械・運搬具（純額） 10,055 

土地 611,526 

リース資産 30,357 

減価償却累計額 △1,061 

リース資産（純額） 29,295 

建設仮勘定 308,098 

有形固定資産合計 1,496,512 

無形固定資産 6,811 

投資その他の資産 

長期貸付金 161,544 

固定化営業債権 233,678 

保険積立金 176,617 

その他 107,781 

貸倒引当金 △379,092 

投資その他の資産合計 300,529 

固定資産合計 1,803,853 

繰延資産 673 

資産合計 6,876,469 
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（単位：千円） 

当第１四半期連結会計期間 
(平成28年10月31日) 

負債の部 

流動負債 

工事未払金 265,976 

短期借入金 1,296,427 

未払法人税等 4,968 

賞与引当金 22,752 

未成工事受入金 737,392 

工事損失引当金 103,921 

完成工事補償引当金 9,233 

未払配当金 27,388 

その他 60,845 

流動負債合計 2,528,906 

固定負債 

長期借入金 803,620 

リース債務 24,464 

退職給付に係る負債 20,444 

訴訟損失引当金 298,705 

長期預り保証金 14,078 

固定負債合計 1,161,314 

負債合計 3,690,220 

純資産の部 

株主資本 

資本金 2,765,371 

資本剰余金 705,812 

利益剰余金 △249,704 

自己株式 △54,359 

株主資本合計 3,167,120 

新株予約権 19,128 

純資産合計 3,186,248 

負債純資産合計 6,876,469 
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第１四半期連結累計期間）

  （単位：千円） 

 
 当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年８月１日 

 至 平成28年10月31日) 

売上高  

完成工事高 435,559 

不動産事業等売上高 75,120 

その他の売上高 6,447 

売上高合計 517,127 

売上原価  

完成工事原価 405,045 

不動産事業等売上原価 77,262 

その他の売上原価 20,476 

売上原価合計 502,784 

売上総利益  

完成工事総利益 30,513 

不動産事業等総損失（△） △2,141 

その他の売上総損失（△） △14,028 

売上総利益合計 14,343 

販売費及び一般管理費 74,252 

営業損失（△） △59,909 

営業外収益  

受取利息 264 

不動産賃貸料等 15,818 

退職給付引当金戻入額 1,719 

完成工事補償引当金戻入額 40,155 

その他 2,128 

営業外収益合計 60,087 

営業外費用  

支払利息 5,833 

不動産賃貸原価 6,539 

訴訟損失引当金繰入額 294,305 

その他 130 

営業外費用合計 306,808 

経常損失（△） △306,630 

税金等調整前四半期純損失（△） △306,630 

法人税、住民税及び事業税 1,114 

法人税等合計 1,114 

四半期純損失（△） △307,744 

（内訳）  

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △307,744 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － 

その他の包括利益 － 

四半期包括利益 △307,744 

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 △307,744 

非支配株主に係る四半期包括利益 － 

 

- 6 -

㈱大盛工業（1844）　平成29年7月期　第1四半期決算短信（連結）



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

  セグメント情報

   当第１四半期連結累計期間（自 平成28年８月１日 至 平成28年10月31日）

    報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 

(注)1 
合計 調整額 

四半期連結損

益及び包括利

益計算書計上 

額(注)2 
  建設事業 不動産事業等 計 

売上高              

(1)外部顧客への売上高 435,559 75,120 510,679 6,447 517,127 － 517,127 

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ 11,934 11,934 － 11,934 △11,934 － 

計 435,559 87,055 522,614 6,447 529,062 △11,934 517,127 

セグメント損失(△) △29,475 △14,062 △43,538 △16,371 △59,909 － △59,909 

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、クローゼットレンタルの

売上等及び鍼灸接骨院事業売上であります。

       ２．セグメント損失(△) は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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